






























Examination of Elementary School Japanese Class Textbook Teaching Materials for 
Discussions
― Based on an Evaluation of Discussion Examples in Textbook Teaching Materials from the 
Viewpoint of the Consensus Building Process ―
キーワード：合意形成，「話し合い」教材
Abstract：For people with different ethics and values to coexist in an increasingly globalized society, 
it is important to acquire abilities and skills for layering each other’s thoughts and identifying points 
that are in accordance in order to reach an agreement. These abilities and skills will be increasingly 
in need in elementary school classrooms. However, discussions held in elementary school classrooms 
often remain at the level of students merely presenting their opinions without reaching an 
agreement. One of the reasons for this is that the process of discussion is not instructed clearly. 
This study analyzed and examined elementary school Japanese class textbook teaching materials for 
discussions that had been published between 2011 and 2015 with a focus on the process of discussion 
for the purpose of building discussion abilities and skills for reaching an agreement. The analysis and 
examination findings elucidated the requirements for teaching materials that will supplement the 
textbook teaching materials for discussions.
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型要素 A型 B型 C型 D型 E型
プロセス ○
話し合い例 ○ ○ ○ ○
注釈 ○ ○ ○
手順 ○ ○ ○ ○














































































































































































































































































































































































































































































































































































学年 年度 教材名 知る 考えつくす まとめる
３
23 こちら、「子ども相談室」 F/F ア/O L
27 グループで話し合おう A/B/C/F/L G/L W
４
23 みんなで話し合って A/C/F/F/L/G/G NO/O/アO/O SW
27 クラスで話し合おう A/F/G/C/F/F/L/G/LF/G NO/O/ア/O/P S/W/W
６
23 問題を解決するために話し合おう A/C/F/Ｌ NO/NO ア/SW
27 問題を解決するために話し合おう A/F/G/CN/F/L NO/L/ア(F)/NO/ア(F) ア(F)/SW/ア
表6　合意形成のプロセスを視点とした発話分類（メンバー）
学年 年度 教材名 知る 考えつくす まとめる
３
23 こちら、「子ども相談室」 A/G E/G/AB/C/L/E/G/CN/M/C/N Q
27 グループで話し合おう AB/AB/AB E/G/J/N/N ×
４
23 みんなで話し合って AB/AB/AB/ABC/E/G/E/G M/M/M/CN/M/CM/M ×
27 クラスで話し合おう AB/AB/AB/AB/ABC/E/G/E/G M/M/N/M/M/M ×
６
23 問題を解決するために話し合おう AB/ABC/AB A/F/G/CN/CN/CN/A ×
27 問題を解決するために話し合おう AB/AB/ABC/AB A/F/B/CN/CN/A ア
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　以上のような，「整理する」活動を意識しておこな
う「話し合い」を展開するためには，「話し合い」の
出発点でもある【知る】工程を重視する必要がある。
【知る】工程でメンバーの各意見に対して多くの情報
を出し，共有化されなければ「整理する」活動はおろ
か，合意へと至る「話し合い」へと展開しない。「整
理する」活動は，意見に対する多くの情報が集まって
こそ意味をなす。多くの情報がない中での整理は困難
を極めるのである。「各意見に対して一回は必ず質問
し，応答する」等の指導を取り入れることで，意見に
対する情報収集する力も身につけさせたい。
　また，「話し合い」が進む中では，「話し合い」の内
容が参加者全員の中で，共通理解が常に図られている
と考えるのは，大変危険である。そのためにも，司会
者及びメンバーは途中途中で「Aさんは，Bさんの意
見をどのように理解されましたか。Aさんの言葉で言
い直してみてください。」等の確認を求める発話をす
ることの指導も必要である。各工程で，共通理解を図
るとともに，理解のズレを修正する力を養う必要があ
る。
２　意見の合致点を見出す活動を取り入れること
　調査した「話し合い例」には，多人数が支持した意
見を取り上げ，「話し合い」を合意へと向かわせる司
会者の発話が見られる。例えば，「よせ書きがいいと
いう意見が多いようですね。では，わたしたちのクラ
スでは，（中略）よせ書きをしてプレゼントしたいと
思います。」（Ｔ社Ｈ23年４年生）等である。多人数が
支持した意見を取り上げ，合意へと導く際には，少人
数の意見も考慮したい。メンバー全員が納得のいく，
合意へと至る「話し合い」を目指すためには，多人
数，少人数の意見の合致点を見出す発話や行為が必要
である。
　指導として，「譲れるところと譲れないところはど
こか」と問い，意見を述べさせ合致点を見つける活動
を仕組むことが考えられる。合意形成能力を育むため
に，折り合いをつける力を身につけさせることが肝要
である。
３　内言について見つめる機会を設けること
　表出された言葉は，頭の中で展開されている思考の
表れでもある。調査した話し合い例の中にはK社Ｈ27
年３年生に司会者の内言が記載されていた。また関連
する教材としてT社Ｈ27年６年生「意見と理由とのつ
ながりを聞き取ろう」では，意見を聞きながら，目的
に対して述べられた意見に整合性があるのか，ないの
か聞き分けている様子，頭の中での思考を記載してい
る。頭の中でどのようなことを考え，発話をおこなっ
たのかが見てとれる。
　話し合いは，メンバーの話をいかに整理しながら聞
き分けるかが求められる。内言を示すことは，学習者
がどのように話を聞き分ければいいのかを学習するこ
とができる。同時に，話し合いの展開を意識しながら
「次に何を考え，発言をすれば話し合いが合意へと向
かうのか」といったプロセス意識を働かせながら「話
し合い」を見つめる活動を取り入れたい。
４　関連教材を「話し合い」教材に組み込むこと
　話し合い例には，「整理する」ために必要な思考方
法である，共通点相違点をもとにしながら意見をグ
ループ化し，グループ化したものに見出しをつけるこ
とや，表やメモ等で意見を整理する行為にあたる発
話が少なくなかった。しかし，T社５年生，４年生に
は，意見をグループ化したり見出しをつけたりするこ
とやメモの取り方を学習する教材が見られる。話し合
い例の中では少なかったが，関連する教材を組み込み
ながら，「話し合い」指導をしていくことは「整理す
る」活動を常に意識し，実際に整理させることにつな
がる点で有効である。
　
Ⅳ　研究成果と残された課題
　本研究の目的である，平成23年から平成27年に発行
された小学校国語科教科書「話し合い」教材を合意形
成のプロセスを視点に検討した。その結果，合意形成
のプロセスの中の特に「整理する」「折り合いをつけ
る」工程が不十分であるという問題点が見出された。
　しかし，本研究は，冒頭に述べたように教材の中に
ある話し合い例そのものについて分析したものであ
り，発達段階やつけたい力を教材に含有させることな
どを目的としているため，話し合い例が不十分である
ということを意味したものではない。　　
　今後は，合意形成能力を育む教材，授業づくりの要
件として導出した４点を踏まえた具体的な指導法を考
えたい。またＴ社以外の話し合い例及び中学校国語科
「話し合い」教科書教材も視野に入れ，合意形成のプ
ロセスを視点に分析，考察し，さらに教材，授業づく
りの要件を明らかにしていきたい。
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注
１　 本研究で教科書という場合，学校教育法で，文部
科学大臣の検定を経た教科用図書（文部科学省検
定済教科書）を指す。
２　 若木は，昭和25～平成17年までの小学校１年～中
学校３年生までの義務教育期間に用いる教科書３
社を調査している。若木常佳（2011）「教科書教
材に見られる話し合い能力育成の実際」『福岡教
育大学紀要』，第60号，第１分冊，pp.99-107
３　 長田は，話し合いの参加者自らが黒板や紙などに
共同で文字化や図示化しながら話し合う「視覚情
報化ツール」を提唱している。長田友紀（2013）
「話すこと・聞くことの学習指導の内容・方法に
関する研究の成果と展望」『国語科教育学研究の
成果と展望Ⅱ』，全国大学国語教育学会編，学芸
図書
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